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《人口の動き》

4月1日現在

男2，854（一33）

出生3　死亡4

女2，885（一41）計5，739（一74）

転入26　転出99

世帯数1，618（一12）
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辺
地
医
療
に
つ
く
す
兄
弟
医
師

県
成
人
病
予
防
協
会
長
よ
り

表

　
三
月
二
十
七
日
、
大
正
医
院
関
谷

甲
子
夫
院
長
、
関
谷
力
両
医
師
は
財

団
法
人
新
潟
県
成
人
病
予
防
協
会
長

表
彰
（
会
長
川
上
清
治
）
個
人
の
部

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
当
町
で
も
交
通
の
便
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
十
年
前
の
医

療
に
従
事
さ
れ
た
当
時
は
、
交
通
不

便
な
山
間
地
と
部
落
数
の
多
い
地
域

に
、
医
療
に
対
す
る
知
識
の
乏
し
さ
、

所
得
水
準
の
低
さ
な
ど
、
両
医
師
の

苦
労
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。　
死
因
の
一
位
を
続
け
て
い
た
結
核

も
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
脳
卒
中
、
が
ん
、

心
臓
病
等
、
い
わ
ゆ
る
成
人
病
が
急

激
に
増
加
し
、
成
人
病
対
策
樹
立
が

緊
急
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
両
医
師
は
い
ち
早
く
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
把
握
さ
れ
、
地
域
住
民
の

健
康
保
持
に
目
を
向
ら
れ
、
日
夜
を

問
わ
ず
部
落
へ
出
か
け
ら
れ
、
予
防

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
兄
弟
医
師

で
す
．

　
こ
の
活
動
の
結
果
が
年
々
実
を
結

び
地
域
住
民
の
成
人
病
予
防
の
普
及
、

脳
卒
中
多
発
地
域
で
の
各
種
検
診
な

彰
さ
れ
る

ど
、
今
日
の
高
受
診
率
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
尽
く
さ
れ
た

両
医
師
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
こ
と

に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
い
間
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

鈴
木
助
役
さ
ん

　
　
　
　
　
　
退
任
さ
れ
る

　
助
役
の
鈴
木
益
蔵
さ
ん
が
三
月
三

十
一
日
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ

豊
か
な
心
、
献
血
五
十
回
の

堀
川
、
武
田
両
君
に

　
　
「
金
色
有
功
章
」
が
贈
ら
れ
る

　
国
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
と
い

う
重
要
な
役
割
を
担
う
献
血
。
献
血

は
、
見
知
ら
ぬ
誰
か
の
た
め
に
自
分

が
で
き
る
こ
と
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
は
、
単
に
血
液
を
提

供
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
心

の
豊
か
さ
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
献
血
推
進
活
動
に
特
に
功

労
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
対
し
贈

ら
れ
る
「
金
色
有
功
章
」
が
堀
川
一

郎
（
奈
良
立
）
武
田
芳
夫
（
千
年
）

両
君
（
役
場
職
員
）
に
日
本
赤
十
字

社
よ
り
贈
ら
れ
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
か
ら
も
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
健
康
に
留
意
さ
れ
、
今
後
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
昭
和
二
十
一
年
松
代

村
役
場
に
勤
務
以
来
、
総
務
課
長
、

収
入
役
を
勤
め
、
昭
和
五
十
年
四
月

一
日
か
ら
助
役
と
し
て
地
方
自
治
発

展
の
た
め
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
の
功
労
に
対
し
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ψ
‘
〈
W
十
爪
W
十
爪
Ψ
蚤
爪
y
爪
Ψ
畳
爪
Ψ
曇
爪
Ψ
曇
爪
Ψ
曇
爪
×
y
爪
y
爪

　
四
月
十
二
日
㈲
県
下
い
っ
せ
い
に

新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
二
十
五
カ
所
の
投
票
所

で
、
朝
早
く
か
ら
有
権
者
の
皆
さ
ん

が
つ
め
か
け
ま
し
た
。

　
郡
内
の
町
村
別
投
票
率
及
び
候
補

者
別
得
票
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

県
議
会
議
員
選
挙

投
票
率
は
漏
パ
ー
セ
ン
ト

県議選投票結果

町　村　名
得　票　数

投票率

山岸石松 高橋十一

松　代　町 571 2，829 77．9

松之山町 823 1，680 76．8

大　島　村 241 1，938 86．9

浦川原村 397 2，150 74．2

安塚　町 374 2，626 78．9

牧　　　村 340 1，832 71．5

合　　　計

　票
2，746

　票
13，055

（％）

77．4



3111”ll”II””1”IIこうほう・まつだい（62．4月号）

繋
．

蟹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　劃　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　ゲ　　　　　　　　暑
　　　　　　　灘
　　　　　勇
　　鼎
弓

憲

護
難
・

難

綴

鞭騰灘

繕
鱒

瓢
羅
・

嘉譜
捲
、
鑑
羅

馨
義

糠

式簸詳
　
　
　
　
嚢

『興

　
春
の
雪
ど
け
水
が
牛
舎
前
の
側
溝

を
心
地
良
い
音
を
た
て
な
が
ら
流
れ

て
い
た
。

　
子
牛
（
新
入
生
）
が
到
着
し
た
頃

は
雲
の
間
か
ら
日
差
し
が
も
れ
て
穏

や
か
な
日
和
と
な
っ
た
。

　
四
月
四
日
出
莇
平

小
学
校
（
柳
沢
正
喜

校
長
）
で
一
風
変
わ

っ
た
子
牛
を
新
入
生

に
見
立
て
た
入
学
式

が
行
わ
れ
た
．

　
子
牛
の
入
学
式
を

考
え
た
の
は
昨
年
の

二
月
頃
、
新
一
年
生

が
ゼ
ロ
、
入
学
式
が

無
い
の
は
寂
し
い
と

子
牛
の
導
入
を
思
い

つ
い
た
。

　
子
供
た
ち
が
牛
を

飼
う
こ
と
で
、
昨
年

以
上
に
（
六
十
一
年

度
は
ソ
バ
作
り
）
地

域
の
人
た
ち
と
の
つ

な
が
り
、
日
常
的
な

つ
な
が
り
を
深
め
た

い
と
し
て
い
る
。

た
。　
牛
舎
に
は
紅
白
の
ま
ん
幕
が
は
り

め
ぐ
ら
さ
れ
、
牛
舎
の
床
に
は
お
が

く
ず
が
敷
か
れ
、
児
童
、
教
職
員
、
地

区
住
民
の
待
ち
受
け
る
中
、
十
時
四

十
分
頃
、
子
牛
三
頭
が
ト
ラ
ッ
ク
で

到
着
。
子
牛
は
生
後
二
十
日
か
ら
四

し
よ
う
」
と
話
さ
れ
た
。
続
い
て
島

田
教
育
長
が
「
子
牛
の
入
学
式
は
こ

こ
だ
け
で
し
ょ
う
。
子
牛
は
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
り
ま
す
。
体
で
は
叶
わ

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
心
の
大

き
な
人
間
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
、
児
童
を
代
表
し
て
高
橋
将

　
雪
の
残
る
三
月
十
日
頃
、
校
区
住

民
の
労
力
奉
仕
で
、
校
門
の
脇
（
町

道
松
代
・
大
島
線
）
沿
に
2
間
×
3

間
・
平
屋
建
、
冬
は
暖
か
く
、
夏
場

は
涼
し
く
と
天
上
に
藁
を
上
げ
工
夫

さ
れ
た
立
派
な
木
造
牛
舎
が
造
ら
れ

十
日
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
雄
で
あ
る
。

　
六
年
生
の
高
橋
圭
介
君
の
司
会
で

子
牛
の
入
学
式
は
始
ま
っ
た
。
柳
沢

校
長
先
生
が
「
仲
間
が
一
人
減
っ
た

け
れ
ど
も
新
し
い
友
達
が
三
頭
来
ま

し
た
。
全
体
で
は
仲
間
が
大
勢
に
な

っ
た
の
で
す
か
ら
元
気
に
頑
張
り
ま

和
君
が
「
ミ
ル
ク
を

や
っ
た
り
、
遊
ん
だ

　
ヤ
　
　
ゆ

り
　
フ
ラ
シ
を
し
た

り
、
洗
っ
た
り
大
事

に
育
て
ま
す
」
と
歓

迎
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
一
頭
づ
つ
が
渡
さ

れ
、
元
気
、
強
子
（
つ

よ
し
）
モ
グ
タ
ン
と

命
名
さ
れ
、
名
札
と

首
飾
り
が
掛
け
ら
れ

た
。
子
牛
の
一
頭
が

首
飾
り
を
食
べ
始
め
、

皆
を
び
っ
く
り
さ
せ

る
一
コ
マ
も
あ
っ
た
。

　
身
体
計
測
や
鼻
絞

と
り
、
え
さ
の
や
り

方
、
ブ
ラ
シ
か
け
な

ど
を
や
っ
て
式
は
終

っ
た
。

　
子
牛
の
世
話
は
子
供
た
ち
が
、
毎

日
朝
夕
、
え
さ
を
与
え
十
一
月
ま
で

続
け
ら
れ
る
。
十
一
月
に
は
長
岡
の

家
畜
市
場
へ
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

子
牛
を
育
て
て
下
さ
い
。



”1”1”””II””lllml”ll”ll”1”Illlll”II””1”こうほう・まつだい（62．4月号）IIIllll”II”11”Illl”Ill”1””II”IllllIII”II”IIll”IIlll””””1”lll”llIII””ド1”II””Illl”II”1”“Ill川1””ll”III”””ll””1”1”14111””ll”川lll”1

肺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

1
喫
煙
か
健
康
か
え
ら
ぶ
の
は
あ
な
た
で
す
ー

ど
ち
ら
を
え
ら
び
ま
す
か
。

、麟　　ノ
へ
含　
ク
β
　
レ

ロ

轡
　　イ

，の
駆
　　　1　　　！
　　　　　　　　　　‘

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　　　／
　　　！
　　　、　　　　　＼　㌔一．
　　　＿瀬R見描

　ヤ
｝

　
　
一
一
躰
＼

　
1

　
’

倒
鵡
一
り
瓢
　
　
班
伍
黛

　
　
　
　
　
　
噂
　
8

　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
G
　
o

c
、
’
－

　
　
　
■
、

　
　
　
O

　
　
た
ば
こ
は
肺
が
ん
の
大
き
な
誘
因

　
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
町
で
は
、
六

　
十
二
年
度
よ
り
総
合
健
診
の
な
か
で

『
肺
が
ん
検
診
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
こ
の
検
診
は
、
年
齢
が
五
十
歳
以

　
上
で
過
去
に
タ
バ
コ
を
喫
っ
て
い
た

　
人
及
び
現
在
タ
バ
コ
を
喫
っ
て
い
る

　
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
方
法
は
、

　
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
と
「
タ
ン
」
の
2

　
つ
を
行
い
ま
す
。
総
合
健
診
の
時
、

　
一
緒
に
行
い
ま
す
が
、
出
稼
者
以
外

　
の
方
は
、
　
「
タ
ン
」
の
検
査
だ
け
4

月
中
に
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

乙　〔
　
　
¢

、
へ
翫
，
V

4
ハ
5

　
　
1

，

　
ー
ふ
え
て
い
ま
す
肺
が
ん
ー

　
肺
が
ん
の
死
亡
率
は
男
女
と
も
、

が
ん
死
亡
の
二
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
一
位
胃

　
二
位
　
気
管
、
気
管
支
及
び
肺

三
位
　
肝
臓

響瀞
蝶灘
裂富劃
一
．
宝
彰

肺がん死亡率（人ロ10万対）

　　　　　　　　　29．0

16．1

ll…1灘13，3

20．0

繋，鑛

灘
囎1

一鱒難18，3

乙コ．u

1……萎iiiillii………ii23．8

糞
離
騰
全
国

全
国

iiiiiiliiii…1

全
国

6055

肺野型肺がん

◎

30
　
2
5
　
2
0
　
1
5
　
1
0
　
5

ためには

50口禾刀q日

見つける

ノ

肺門型肺がん

かくたん細胞診で

肺がんを
1日喫煙本数と肺がん死亡率の関係

治るようになりました。
レントゲン写真で

できるだけタバコは 8．6

すわないように

6．8
il

5．0

3．7

2．0 2．0

1．0 1．0 1

倍
1
0
　
9
　
8
　
7
　
6
　
5
　
4
　
3
　
2

　
　
非
喫
煙
者
と
く
ら
べ
た
喫
煙
者
の
肺
が
ん
死
亡
率

－
1
　
　
　
0

以
前
喫
煙

50

本
以
上

101525～　～　～

142449
本本本
毎日喫煙

9
本
以
下
、

時
々
喫
煙

非
喫
煙

（平山1981）

治療技術の進歩で

早期発見により70％以上
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▽
▽
▽
欝
…
繋
鐵
　
㎜
講
　

　
　
鞭
謹

難

　　　　　　　懸　　　　嬰　　　稲

璽

で
讃
つ
　
ノ
●

　
三
月
十
五
日
（
第
三
日
曜
日
）
雪
上

で
の
ゲ
ー
ム
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
健
康
体
力
の
保
持

増
進
と
親
睦
を
図
り
、
明

る
い
地
域
づ
く
り
を

目
ざ
し
て
、
室
野

区
、
室
野
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
の
主
催
で

第
二
回
雪
上
大
運

動
会
が
、
奴
奈
川

小
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
．

　
午
前
九
時
す
ぎ

開
会
式
の
後
、
全

体
体
操
、
競
技
へ

と
進
行
し
た
．

　
競
技
種
目
も
、

￥イ
学
生
か
ら
老
人

ま
で
＋
一
種
目
と

数
多
く
、
選
手
も

数
百
人
に
な
っ
た
。

ま
た
、
手
の
こ
ん

だ
ゲ
ー
ム
と
名
解

説
に
は
、
笑
い
と
大
声
援

が
続
い
た
。

　
十
三
日
よ
り
当
町
を
訪
れ
て
い
た

早
大
の
寺
門
先
生
の
ご
家
族
の
参
加

は
大
会
に
花
を
そ
え
た
。

　
最
後
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
雪
上
大

運
動
会
も
幕
と
な
っ
た
。

　
回
を
増
し
地
域
の
活
性
化
、
地
域

づ
く
り
へ
と
結
び
つ
け
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
．

①雪上ゲートボー
　　　　　　　鱒
　②月世界旅行・1

障害物競争③

鳶、（⑦飛べ1犬塑へ
↑みかんひろい食・幼児レース

スノーボートダービー

カニ歩きリレー

昼
⑨
⑩

⑧
　　　　’クだ＼＼
　＼．

謬濡盃

お酒とコーラ早飲みリレー⑪
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、

　
雪
の
故
里
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

今
年
は
何
年
か
ぶ
り
の
小
雪
で
、
冬

の
生
活
に
も
何
か
と
ゆ
と
り
を
感
じ

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
出
稼
ぎ
を
始
め
て
か
ら
ま
だ

七
年
ば
か
り
で
す
が
、
家
族
を
後
に

家
を
出
る
度
に
、
出
稼
ぎ
と
い
う
も

の
に
む
な
し
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
反
面
、

故
里
を
離
れ
て
こ
そ
故
里
の
良
さ
を

強
く
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
達
の
地
域
も
こ
の
度
、
国
や
ら

県
、
町
当
局
の
一
方
な
ら
ぬ
御
尽
力

を
仰
ぎ
、
無
雪
道
路
の
「
か
け
橋
」

と
し
て
天
王
橋
と
言
う
立
派
な
永
久

橋
を
昨
秋
完
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
今
年
は
雪
も
少
な
く
、
無
雪
化
と

な
り
、
家
に
帰
り
た
い
時
は
何
時
も

私
の
職
場
か
ら
故
里
の
皆
様
へ

長
野
県
上
田
市
日
信
工
業

　
　
　
佐
　
藤
　
富
　
士
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
滝
沢
・
こ
う
じ
や
）

安
心
し
て
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
か
、
出
稼
ぎ
を
出
稼
ぎ
と
し
て

感
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。
橋
を
渡
る

度
に
感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
の
働
く
会
社
は
長
野
県
の
上
田

市
に
あ
り
、
車
の
安
全
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
ブ
レ
ー
キ

装
置
の
部
品
を
造
っ
て
い
る
ブ
レ
ー

キ
の
専
門
メ
ー
カ
ー
で
す
。
昨
年
来

の
急
激
か
つ
急
速
な
円
高
は
、
私
達

の
会
社
に
も
直
接
影
響
を
与
え
、
早

急
に
企
業
の
体
質
改
革
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。
改
革
と
は
、
急
激
に
生
産

コ
ス
ト
を
下
げ
、
二
、
三
年
の
間
に

生
産
性
を
三
倍
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
が
、
当
社
に
お
か
れ
て
い
る

厳
し
い
環
境
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

同
業
者
間
の
競
争
は
、
日
増
し
に
激

し
く
、
生
存
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め

に
は
、
第
一
に
品
質
で
す
。
一
千
万

個
に
一
つ
の
不
良
も
許
さ
れ
な
い
要

求
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の

職
場
で
も
問
題
あ
る
ご
と
に
検
討
会

を
行
い
、
品
質
の
改
善
を
期
し
て
い

ま
す
。
万
一
不
良
品
が
発
見
さ
れ
た

場
合
、
全
部
検
査
の
や
り
直
し
で
す
。

一
個
、
一
個
、
再
検
、
再
検
、
の
選

択
を
行
い
、
業
界
に
と
っ
て
一
番
恐

ろ
し
い
不
良
品
の
流
出
を
絶
対
的
に

防
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

上
司
か
ら
職
務
上
の
責
任
を
問
わ
れ

泣
き
な
が
ら
そ
の
職
務
に
取
り
組
む

一
係
長
の
姿
を
見
る
に
つ
け
、
業
界

の
厳
し
さ
と
、
外
か
ら
は
見
え
な
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
苦
労
と
辛
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。
我
々
農
業
者
も
、

も
っ
と
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
努
力

を
し
な
け
れ
ば
と
教
え
ら
れ
る
毎
日

で
す
。
こ
う
し
て
一
日
中
、
加
工
機

の
凄
じ
い
騒
音
と
切
削
油
に
ま
み
れ

な
が
ら
の
作
業
を
終
え
、
寮
に
帰
っ

て
か
ら
の
晩
酌
の
味
は
又
格
別
で
す
。

皆
と
仕
事
上
の
苦
労
を
語
り
合
い
、

議
論
し
な
が
ら
の
後
は
、
や
は
り
雪

の
故
里
の
話
題
で
す
。
毎
月
役
場
よ

り
送
っ
て
く
だ
さ
る
広
報
や
雪
の
ふ

る
さ
と
誌
を
見
な
が
ら
、
故
里
を
想

い
、
土
に
ま
み
れ
な
が
ら
精
一
杯
働

く
日
を
夢
見
な
が
ら
、
帰
る
日
を
一

日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
ま
す
。

出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る
方
は
皆
同
じ
思

い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
も

皆
さ
ん
、
も
う
春
で
す
。

　
厳
し
い
寒
さ
と
風
雪
に
も
耐
え
、

郷
土
の
大
地
に
根
を
張
っ
て
、
逞
し

く
育
つ
あ
の
色
あ
ざ
や
か
な
ブ
ナ
の

木
の
芽
の
ふ
く
松
代
町
の
春
も
、
も

う
す
ぐ
で
す
。
帰
省
す
る
ま
で
あ
と

少
し
、
皆
様
に
お
会
い
す
る
日
を
楽

し
み
に
、
病
気
、
け
が
等
せ
ぬ
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。
皆
様
も
健
康
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
私
達
の
帰

り
を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

町道、孟地・荒瀬線片桐山部落より天王橋をのぞむ

松
代
町
の
春
（
北
国
の
春
替
え
歌
）

松
苧
の
山
よ
、
渋
海
川

ぶ
な
の
木
の
芽
の
吹
く

松
代
町
の
、
あ
あ
松
代
町
の
春

雪
も
と
け
て
青
く
な
り

わ
ら
び
や
の
の
ば
と

届
い
た
山
う
ど
の
大
き
な
包

あ
の
ふ
る
さ
と
へ
帰
ろ
か
な

帰
ろ
か
な
。
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蓬
平
入
口
よ
り
町
道
越
菅
線
を
六

百
米
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
芝

峠
（
蓬
平
・
会
沢
線
）
の
頂
上
を
め

ざ
し
て
登
る
中
途
（
百
五
十
米
）
に

若
井
さ
ん
の
家
が
あ
る
。

　
家
の
入
口
に
は
、
頭
を
き
れ
い
に

刈
ら
れ
た
樫
の
木
が
目
じ
る
し
の
よ

う
に
一
本
立
っ
て
い
る
。

　
若
井
さ
ん
の
仕
事
場
は
二
階
の
八

畳
間
で
あ
る
。
色
々
な
表
情
し
た
ひ

ょ
う
た
ん
が
床
間
と
そ
の
付
近
に
と

こ
ろ
狭
し
と
置
か
れ
て
い
た
。

　
若
井
さ
ん
が
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
、

（
ひ
ょ
う
た
ん
に
絵
の
具
で
色
々
な

絵
を
描
き
、
仕
上
げ
は
ヵ
ッ
シ
ュ
を

上
塗
り
す
る
）
を
始
め
た
の
は
五
年

前
に
N
H
K
の
放
送
（
高
柳
町
・
岡

田
の
大
塚
さ
ん
）
を
見
て
、
自
分
の

好
き
な
絵
を
ひ
ょ
う
た
ん
に
書
き
入

れ
て
み
た
ら
…
…
と
思
い
つ
い
た
と

話
さ
れ
る
．

　
今
年
も
ひ
ょ
う
た
ん
の
苗
床
作
り

の
時
が
来
た
（
四
月
上
旬
）
雪
を
掘

っ
て
の
苗
床
作
り
と
な
る
（
広
さ
一
、

二
米
×
一
、
八
米
ほ
ど
）
中
旬
に
五
、

六
種
類
の
種
ま
き
と
な
る
。
畑
に
お

ろ
す
の
は
五
月
中
旬
過
ぎ
の
予
定
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

あ
る
。
高
さ
二
米
程
度
の
シ
バ
に
ツ

ル
が
楽
に
上
が
れ
る
よ
う
に
細
い
縄

　
　
　
　
　
い

で
細
工
を
し
て
や
る
、
毎
日
の
孫
ツ

ル
の
手
入
が
大
変
な
仕
事
で
あ
る
。

（
孫
ツ
ル
に
ひ
ょ
う
た
ん
が
成
る
）

　
収
穫
は
十
月
の
中
旬
頃
、
ひ
ょ
う

た
ん
の
ツ
ル
が
枯
れ
た
頃
が
目
安
と

な
る
。

　
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
は
、
先
ず
中
の

種
子
を
出
す
為
に
、
ド
リ
ル
で
直
径

一
セ
ン
チ
程
の
穴
を
あ
け
て
水
の
中

に
一
ヵ
月
余
り
入
れ
、
中
の
種
子
と

ワ
タ
状
の
も
の
を
取
り
だ
す
頃
は
、

手
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
か
じ
か
む
時

期
と
な
る
。

　
く
び
れ
た
部
分
を
十
個
ほ
ど
、
日

あ
た
り
の
良
い
軒
先
に
あ
ん
で
一
ヵ

月
ほ
ど
さ
げ
る
。
家
の
中
に
入
れ
て

ま
た
乾
燥
が
つ
づ
く
。
（
自
然
乾
燥
）

　
下
書
き
の
前
に
荒
い
ぺ
ー
パ
ー
で

良
く
磨
く
。
手
書
き
の
為
、
ひ
と
冬
副

に
（
四
月
の
下
旬
か
ら
農
作
業
等
の

た
め
、
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
は
中
止
と

な
る
）
五
、
六
十
個
も
出
来
あ
が
れ

ば
良
い
方
だ
と
言
う
。

　
昭
和
六
十
年
第
四
回
郡
展
の
彫
塑
、

工
芸
の
部
門
で
若
井
さ
ん
の
ひ
ょ
う

た
ん
は
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
蓬
平
大
相
撲
の
副
賞
や
雪
上
運
動

会
で
幼
児
レ
ー
ス
の
賞
品
に
寄
贈
し

大
変
喜
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
水
彩
の
使
い
方
や
、
仕
上
げ
の
方

法
な
ど
研
究
す
る
も
の
が
沢
山
あ
る
、

そ
れ
と
仲
間
が
ほ
し
い
…
…
毎
年
違

う
も
の
を
描
き
た
い
…
…
と
若
井
さ

ん
は
民
話
ひ
ょ
う
た
ん
を
指
さ
し
な

が
ら
話
さ
れ
た
．

　
最
近
は
土
産
品
と
し
て
、
こ
ん
な

絵
が
ら
を
と
…
…
注
文
が
あ
り
嬉
し

い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
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眠】【書

’
“
誕

～

贋

　
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
と
中
学
生
に
聞
い
た
ら
、

「
受
験
勉
強
か
ら
解
放
さ
れ
て
眠
り

た
い
だ
け
眠
る
こ
と
」
だ
と
答
え
た

子
が
い
た
と
か
。
笑
え
な
い
話
で
す

ね
。　
春
眠
と
い
う
言
葉
は
、
唐
の
詩
人

孟
浩
然
の
詩
に
、
　
「
春
眠
暁
を
覚
え

　
　
し
よ
し
よ
　
　
　
ち
ょ
う

ず
、
処
処
喘
鳥
を
聞
く
」
と
あ
る
の

が
出
典
で
す
．

　
暑
か
ら
ず
、
寒
か
ら
ず
の
、
ほ
ん

わ
か
し
た
春
は
快
い
眠
気
を
さ
そ
い

ま
す
。
俳
句
歳
時
記
（
図
説
俳
句
大

歳
時
記
・
角
川
書
店
）
に
も
春
眠
の

句
が
い
ろ
い
ろ
出
て
い
ま
す
。

　
「
春
眠
を
む
さ
ぼ
り
て
悔
い
な
か

り
け
り
・
久
保
田
万
太
郎
」
、
　
「
春

　
　
　
　
か
ん
ぬ
き

眠
の
身
の
閂
を
皆
外
し
・
上
野
泰
」
、

「
春
眠
や
女
人
に
か
へ
る
尼
の
顔
・

小
川
素
風
郎
」
な
ど
い
ず
れ
も
心
地

よ
げ
な
春
眠
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
眠
り
と
い
え
ば
、
怖
い
の
は
運
転

中
の
”
春
眠
”
で
す
。
春
は
ド
ラ
イ

ブ
・
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
年
度
変

わ
り
で
車
の
往
来
が
激
し
く
な
る
時

期
で
も
あ
る
の
で
、
運
転
中
の
居
眠

り
に
は
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。
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第二田沢トンネル掘削状況

死
麺
死
…
線
へ
…
の
…
敢
い
…
…
…
皿
…

㎜
㎜
…
…
又
峯
再
蟹
…
止
豪
校
…
一
…
㎜

…
…
｝
二
六
葬
高
．
凱
婆
…

㎜
兆
…
…
些
亘
直
江
蓬
駄
捻
蕉
＝

沢
懲
を
…
劣
φ
…
ぶ
㎜
　
…
な
…
交
…
涌
　
…
　
冗
又
…
急
イ
舟

’
、
…
煮
た
璽
フ
置
い
ぐ
鷲
』
迩
そ
互
￥

み
董
気
ζ
失
∬
か
ザ
…
て
い
㎜
る
東
狐
、

篠
の
畳
お
こ
…
し
ζ
登
る
灸
も
苑

ま
…
止
ん
…
．
…
『
…
…
』
…
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
ぽ
…
く
…
ぱ
…
、
マ
…
二
辺
塗
孜
町
…
ぢ
　
㎜
消
～
《

逸
る
症
孟
紅
フ
…
塵
時
、
…
彪
じ
…
う
獲
ま

辻
亙
で
し
蓄
。
っ
蕊
9
…
、
｛
さ
く
さ
み
▽

い
酸
蕉
玄
に
藪
道
互
…
ぴ
釜
し
…
こ
…
め

ば
…
、
獅
会
に
冨
て
看
．
だ
…
丞
だ
㎜
ぢ
君

惨
笈
…
町
壼
見
直
レ
忍
く
礼
…
て
…
．
…
迄
う

チ
…
右
望
．
医
来
る
…
の
で
直
な
…
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

嵐
、
…
う
㎜
般
し
皿
く
…
傷
．
ζ
爪
姦
す
．
そ

一
の
…
，
…
、
…
直
江
浬
㎜
4
…
で
一
　
一
　
騨
加
一
蓼
る
τ

、
互
登
い
松
代
ひ
…
匂
、
置
．
江
漆
の

会
社
…
に
…
勤
戯
る
…
こ
烈
骸
で
…
曳
一
昼
凛

嬉
あ
…
竺
ま
…
隻
ん
．
…
そ
う
ξ
彩
…
ば
．
…
ま

す
ざ
す
聡
代
町
盛
濱
気
、
“
て
妾
ぎ

せ
↓
．
｝
』
『
二
二
』
…

　
　
　
㎜

㎜
＼
メ
拠
、
…
リ
㎜
に
…
ぱ
㎜
、
㎜
い
あ
ノ
…
い
…
ろ
…
’
な
…
レ

焦
マ
を
作
フ
…
ス
ほ
…
し
…
い
て
…
墨
い
ま
ず

公
園
…
、
…
図
著
…
、
お
を
、
㎜
、
釜
バ

上
上
な
ぬ
、
…
郵
の
尺
…
た
亥
些
も
董
乃

ん
…
、
…
よ
一
　
…
り
…
　
…
た
」
ム
ノ
…
も
τ
喜
ご
…
ん
㎜
で
…
も

亥
九
…
る
…
麹
玄
箆
ん
込
…
ん
…
牟
㎜
ッ
一
ス
底
…
し

い
…
ぬ
恩
…
い
巻
す
…
．
『
…
二
『

r
が
U
…
、
亘
玉
に
ぽ
、
挺
萱

、
茜
ノ
鷲
ち
感
ッ
烈
壬
…
奉
釦
リ
…
ま

す
…
．
『
…
…
『
『
…
『
…

　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
”
、
　
…
盗
￥
…
イ
ノ
…
た
め
山
．
乞
…
…
リ
蘭
謀
い

　
　
　
曹
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

長
怯
田
輝
も
与
箭
し
…
長
リ
…
ト
皿
之
ネ
…
ル

玄
作
ッ
…
長
ユ
煮
レ
…
た
棄
で
…
し
璽
鉦
。

燕
0
だ
め
…
に
、
云
　
　
…
分
U
…
蕪
自
添

企
殊
塗
い
…
杢
鶴
た
生
、
班
…
を
…
2
ぶ

セ
㎜
礼
一
て
㎜
　
…
哀
㎜
鰍
人
た
…
ム
ラ
…
血
困
…
っ
…
‘
た
皿
リ

レ
㎜
を
か
｝
フ
π
…
で
…
レ
ぽ
…
う
　
か
…
．
㎜
蟹
塗
に

9
ペ
ー
ジ
ヘ
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8
ぺ
薩

ジ
よ

り

汽
　
・
　
　
噂

。
訴
訳
…
が
彫
屡
星
落
が

利．

．に．

、な．

．．ソ．

　、

郵豆

睡聡陰…

る
…
こ
と
な

う
妬
し
…
い
亥
で
…
す
．

U
が
…
し
、
え
…
の

㎜
面
…
ぼ
㎜
く
…
に
ツ
は
美
レ
…
M
臼
森
熱
《
…
久
わ

れ
て
…
い
…
く
…
の
…
で
ぼ
…
な
い
堅
て
養
憲
フ

ぬ
気
《
…
か
…
ユ
で
…
す
…
。

　『　’
一一騨

　甲　軸　一
，霜

　甲　曹　響
尊一一

　一　一
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’1「’
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　　　ゆN嫉r． 』一

一駄～苑＼1…

．自．

、繁

鼠
塗
￥、

岱

り
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ロ

…
菜
勢
な
㎜
い
下
竺
・
ユ
り
K

　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　

閉
肇
レ
イ
…
豊
レ
…
い
て
…
処
い
…

X

ロ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　

｝
す
…
。
．
…

　
　
　
　
一

…
歯
　
・
色
…
狙
朗
…

の

た

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

に
…
も
一
、
…
町

　
ロ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
ロ

医
…
の
…
た
め
．
…
に
…
も
…
至
く
』
窪
フ
…
て
…
、

カ、・

ぱ
…
っ
…
久
、

…
ん
杢
ヒ
…
久
…
鷹
し
“
ぬ
双
）
㎜
い

　
ロ
　
　
　
　
の

ぎ
…
す
皿

　
冒
　
　
　
　
　
　
　
一

　1　2　」

哺

一

　・　一
一一一

舩
戯
町

〃
σ〔

講

、
稀

h揮

　
自
分
の
場
合
U
タ
ー
ン
と
言
っ
て

も
純
粋
な
U
タ
ー
ン
と
は
違
う
の
で

（
当
初
か
ら
戻
っ
て
く
る
計
画
だ
っ

た
の
で
）
こ
の
様
な
文
章
を
書
く
の

は
、
お
こ
が
ま
し
い
気
さ
え
し
て
来

る
。　
前
回
小
島
君
が
真
面
目
な
部
分
か

ら
都
会
と
田
舎
の
違
い
を
記
し
た
の

で
、
不
謹
慎
か
と
も
思
う
が
、
少
々

砕
け
た
部
分
か
ら
見
て
感
じ
た
部
分

を
記
し
た
い
。

　
第
一
に
、
他
人
の
事
に
関
す
る
関

「
灘
灘
難

浩君
清水

中村

心
の
深
さ
の
度
合
で
あ
る
。
当
然
都

会
（
あ
ま
り
都
会
と
言
う
言
葉
は
好

き
で
は
な
い
の
で
以
降
は
花
の
お
江

戸
と
我
が
松
代
と
し
て
書
き
ま
す
）

の
方
が
他
人
に
対
し
て
の
干
渉
は
、

少
な
い
。
何
し
ろ
隣
の
部
屋
で
人
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
も
誰
も
気
付

か
な
い
と
言
う
様
な
土
地
柄
で
あ
る

の
だ
か
ら
…
。
た
だ
か
え
っ
て
気
楽

で
良
か
っ
た
。

　
逆
に
我
が
松
代
で
は
「
よ
く
こ
こ

ま
で
他
人
の
事
を
心
配
で
き
る
」
と

思
う
程
、
又
、
自
分
の
事
よ
り
他
人

の
事
（
少
々
オ
ー
バ
ー
か
と
思
う
が
）

と
言
う
様
な
気
質
が
蔓
延
し
て
い
る
。

暖
か
い
人
間
達
、
確
か
に
そ
う
で
あ

る
が
、
話
題
の
な
い
土
地
柄
の
為
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
と
あ
ら
ゆ
る
う
わ
さ
が
飛
び
か
い
、

何
か
あ
っ
た
三
日
後
に
は
、
松
代
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
土
に
そ
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
て
い

る
。
も
う
少
し
他
人
は
他
人
と
言
う

考
え
も
持
っ
て
頂
き
た
い
。
こ
の
ま

ま
で
は
「
女
遊
び
の
一
つ
も
出
来
や

し
な
い
！
一
ま
あ
、
こ
れ
は
余
談
で

あ
る
が
…
。

　
第
二
に
、
若
者
達
の
活
気
の
な
さ
、

若
い
者
が
何
か
し
よ
う
と
思
わ
な
け

れ
ば
松
代
町
に
活
気
は
戻
ら
な
い
、

あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
の
少
な
さ
、
そ

れ
に
参
加
す
る
人
々
の
少
な
さ
、
ま

だ
ま
だ
隠
居
す
る
に
は
早
い
で
す
ぜ

！
皆
さ
ん
．

　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
樋
口
さ
ん
が
中

心
に
な
っ
て
活
気
あ
る
町
を
作
ろ
う

と
し
て
い
る
今
、
皆
の
参
加
を
求
め

た
い
。
自
分
も
仕
事
に
都
合
が
つ
く

限
り
参
加
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
中
身
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
話
も
、

と
り
と
め
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
が
他
人
の
目
に
晒
さ
れ
る
事
は

非
常
に
恥
か
し
い
限
り
で
あ
る
が
、

昨
今
感
じ
て
い
る
内
容
を
そ
の
ま
ま

書
け
た
の
で
、
ま
あ
少
々
の
恥
は
仕

方
あ
る
ま
い
。

　
ま
あ
何
に
し
ろ
、
大
人
か
ら
若
者

ま
で
、
も
う
少
し
頭
を
や
わ
ら
か
く

し
な
い
と
、
陸
の
孤
島
と
な
っ
て
し

ま
う
ぜ
、
松
代
町
民
諸
君
！
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短
か
か

っ
た
春

交
通
規
制
課
　
菅

　
暖
か
い
父
母
の
愛
に
囲
ま
れ
育
ち
、

期
待
と
不
安
に
包
ま
れ
た
単
立
ち
の

春
。
ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
制
服
と
短

ぐ
つ
、
何
も
か
も
新
ら
し
い
づ
く
め

の
春
の
新
入
学
。
こ
ん
な
毎
年
の
春

の
風
景
で
あ
る
が
、
私
が
勤
務
し
て

い
た
○
署
管
内
の
国
道
上
で
発
生
し

た
交
通
死
亡
事
故
は
、
一
瞬
に
し
て

こ
れ
を
吹
き
消
し
た
の
で
あ
る
。
今

で
も
私
の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
離
れ

な
い
。

　
昭
和
五
十
一
年
の
春
の
あ
る
日
の

昼
近
く
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
、
一
一

〇
番
で
こ
の
事
故
を
知
り
現
場
へ
急

行
し
た
。
現
場
は
国
道
上
の
横
断
歩

道
で
あ
り
、
付
近
に
は
ま
だ
新
ら
し

い
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
や
、
そ
れ
か
ら

飛
び
散
っ
た
ノ
ー
ト
類
、
そ
れ
に
く

つ
袋
、
黄
色
い
帽
子
、
短
ぐ
つ
が
四

方
に
散
乱
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
色

や
形
か
ら
一
見
し
て
新
入
学
の
女
子

で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　
見
分
の
結
果
こ
の
事
故
は
、
国
道

を
横
断
し
よ
う
と
し
た
女
の
子
が
走

行
中
の
運
転
手
に
対
し
て
、
先
生
や

忠

兵

両
親
か
ら
聞
い
た
通
り
、
大
き
く
手

を
あ
げ
て
停
止
を
促
が
し
、
こ
れ
を

見
て
同
じ
子
を
持
つ
運
転
手
と
し
て

手
前
で
停
止
し
た
こ
と
か
ら
、
チ
ョ

ン
と
礼
を
言
い
横
断
し
て
い
る
と
こ

ろ
へ
、
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

後
方
か
ら
連
続
し
て
停
止
中
の
車
両

群
の
右
側
の
対
向
車
線
を
暴
走
し
た

若
者
の
運
転
す
る
ラ
イ
ト
バ
ン
が
、

少
女
の
発
見
が
遅
れ
、
全
く
無
制
動

の
ま
ま
車
両
の
前
部
で
激
突
し
、
十

数
メ
ー
ト
ル
は
ね
飛
ば
し
、
即
死
さ

せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
臨
場
し
た
私
は
現
場
の
惨
状
と
、

事
故
の
原
因
が
判
っ
た
時
、
い
か
に

過
失
で
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
警

察
官
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
言
い
知

れ
ぬ
怒
り
を
覚
え
た
。
こ
こ
ま
で
育

て
た
両
親
の
深
い
悲
し
み
は
い
か
ば

か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
こ
ん
な
悲
し
い
事
故
で
も
、
今
日
、

日
常
茶
飯
事
で
あ
り
、
報
道
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
や
、

そ
れ
に
「
金
」
で
「
命
」
を
償
え
ば

よ
い
と
の
風
潮
に
や
り
切
れ
な
い
気

が
す
る
．

　
短
か
い
一
生
を
と
じ
た
少
女
の
遺

体
は
、
ま
る
で
眠
っ
て
い
る
よ
う
で

も
あ
り
、
そ
の
表
情
が
仏
の
顔
で
も

あ
っ
た
こ
と
も
鮮
烈
に
覚
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

ゴールデンウィークの

交通事故防止

4月29日～5月5日
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覧
　　一一

・。＿ヌ
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ヒ
h

リ
タ
　
ぐ

　
　
ク

・
‘
。
ま
／

羅蜘膜轟鶴囲魏囎・バイク・

／
第
騰

、
蜜
こ
論

　ない

レやむを得ず軌道やラインの上を走るときは、

　車体を傾けて走るパング・オン走行は避ける

滑
り
や
す
い
”
も
の
”
に

　
　
　
　
　
神
経
を
使
お
う

　雨降りの日は見通しも悪いうえ．滑りやす

く運転しにくいので￥水たまりなどに気をつ

けながら皆さん十分注意して走っていると思

います。ところが，道路の上に引かれている

ライン（白線など）の上やマンホールのふた、

路面電車の軌道の上を走るときは、意外と無

神経になっているのではないでしようか。何

の気なしにマンホールのふたの上を、ちよっ

と車体を傾けて走り抜けようとしたら“ツル

リ”とタイヤフが滑り出し￥バランスをくずし

てしまうことがあります。雨の日，とくに滑

りやすくなるラインやマンホール．路面電車

の軌道の上を走るときは．次の点に注意して

ください。

〉軌道やラインに沿ったり．上に乗って走ら
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巨
「
医
「
医
「
医
匡
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
医
「
匹

叢
聯
購
鱈
難
軸
曝
瓢

曲
麗
麗
駆
臨
鯛
薗
麗
閣
圃
麗
麗
聞

当
銅
調
墾
謝
謝
調
謝
調
調
碧
ヨ
調
謝
調
碧
調
調
ヨ
調
碧
調
調

　
自
然
編
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
だ
ん
さ
ゆ
う

　
氷
河
時
代
の
段
丘
　
松
代
、
室
野
、

福
島
、
奈
良
立
、
下
山
、
海
老
な
ど

渋
海
川
、
越
道
川
流
域
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
段
丘
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
夏
、
地
質
地
形
班
が
調
査
採

取
し
た
岩
石
、
化
石
は
そ
の
後
、
学

習
院
大
学
放
射
線
測
定
研
究
室
へ
運

ば
れ
、
こ
の
ほ
ど
測
定
結
果
が
届
き

ま
し
た
。
高
田
高
校
の
高
野
先
生
の

解
説
で
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
ん

●
室
野
、
奈
良
立
の
河
岸
段
丘
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
年
よ
り
す
こ
し
古
く
氷
河
時
代
の

終
わ
り
頃
に
で
き
た
。
は
じ
め
の
予

想
よ
り
古
い
測
定
数
値
が
出
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　

　
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
海
老
の

　
　
　
　
　
　

牛
池
は
約
二
千
六
百
年
前
に
で
き
た

こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
は
現
地
調
査

で
予
想
し
た
年
代
よ
り
新
し
い
こ
と

が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
そ
う
で
す
。

　
今
後
も
、
諸
測
定
結
果
が
出
そ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

う
な
か
で
　
ふ
る
さ
と
の
自
然
の
様

子
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
わ
か
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　
気
象
班
だ
よ
り

　
　
　
　
　
き
り

　
松
代
町
の
霧
　
雨
模
様
の
と
き
、

町
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
深
い
霧
が
発

生
し
ま
す
。

　
こ
の
松
代
特
有
の
霧
に
つ
い
て
、

松
代
高
校
の
高
橋
徳
さ
ん
に
寄
稿
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

霧
の
町
、
松
代

　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
徳

　
春
と
秋
の
霧
　
松
代
町
で
は
春
と

秋
に
よ
く
霧
が
発
生
し
ま
す
が
、
特

に
九
月
、
十
月
の
晴
天
日
は
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
朝
霧
が
発
生
し
ま

す
。
殊
に
渋
海
川
沿
い
に
か
か
り
標

高
三
百
メ
ー
ト
ル
よ
り
上
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

　
霧
の
発
生
す
る
場
所
に
よ
っ
て
、

山
霧
、
川
霧
、
盆
地
霧
、
海
霧
、
都

市
霧
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
、
舞
躰
戦

　
　
　
　
　
　
い
　
り
ゅ
う

で
は
放
射
霧
、
移
流
霧
、
蒸
気
霧
、

か
つ
し
ょ
う

滑
昇
霧
、
前
線
霧
、
ス
モ
ッ
グ
に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霧
と
も
や
　
霧
の
中
に
あ
っ
て
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ

ッ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、
霧
の
粒
が

た
だ
よ
っ
た
り
、
流
さ
れ
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
．

　
霧
の
中
は
一
般
的
に
湿
度
は
九
十

％
と
高
く
、
霧
粒
で
視
界
が
極
端
に

悪
く
な
る
の
は
御
存
知
の
と
お
り
で

す
が
、
こ
の
視
界
が
悪
く
な
る
方
が

霧
で
、
も
や
っ
て
は
い
る
が
視
界
が

水
平
方
向
で
千
メ
ー
ト
ル
以
上
は
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
る
と
き
の
も
の
を
も
や
と
称
し
て

い
ま
す
。

　
春
の
霧
　
雪
が
残
っ
て
い
る
春
の

霧
は
雨
模
様
の
と
き
に
発
生
し
ま
す
。

　
　
　
ぜ
ん
せ
ん
ぎ
り
　
　
　
あ
ま
き
り

こ
れ
を
前
線
霧
、
雨
霧
と
も
い
い
ま

す
が
、
T
V
の
天
気
予
報
で
温
暖
前

線
が
北
上
す
る
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
温
暖
前
線
の
上
側
に
は
常
に
暖
か

い
空
気
が
は
い
上
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
で
き
る
雨
は
暖
か
い
雨
粒
で
す
。

　
そ
の
雨
が
雪
の
残
る
冷
た
い
空
気

の
中
に
落
ち
て
く
る
と
蒸
気
が
お
こ

り
蒸
気
は
再
び
冷
え
て
霧
に
な
り
ま

す
。　

雪
と
の
関
係
　
松
代
の
春
霧
は
前

線
霧
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
松
代
高
校
の
観
測
結
果
で
は
、
豪

雪
の
年
は
高
校
の
観
測
点
よ
り
山
平
、

峰
方
、
峠
、
南
部
地
区
は
積
雪
が
渋

海
川
ぞ
い
の
集
落
よ
り
多
く
、
高
校

の
観
測
点
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
以
上
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
山
平
、
峰
方
、
峠
、

南
部
地
区
の
高
所
は
春
に
な
る
と
空

　
　
た
い
り
ゅ
う

気
の
対
流
が
さ
か
ん
に
な
り
雪
消
え

が
早
い
の
で
す
。

　
融
け
た
雪
水
が
川
に
流
れ
こ
ん
で

川
沿
い
に
微
妙
な
温
度
差
が
霧
を
発

生
さ
せ
る
の
で
す
。
そ
れ
で
山
地
の

雪
消
え
期
と
霧
の
発
生
地
区
の
深
霧

が
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
ま
す
。

　
植
物
の
芽
ぶ
き
も
高
い
地
区
か
ら

始
ま
り
松
代
は
遅
い
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　
松
代
の
木
　
ブ
ナ
の
芽
ぶ
き
は
松

代
高
校
の
観
測
点
で
あ
る
熊
越
山
の

過
去
十
年
間
の
調
査
結
果
は
、
平
均

四
月
二
十
六
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
の
霧
　
九
月
に
入
る
と
、
も
う

夜
中
は
底
冷
え
の
寒
さ
を
私
た
ち
は

体
験
し
ま
す
。

　
暖
か
い
水
面
か
ら
蒸
発
し
た
水
蒸

気
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
冷
た
い
空
気
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
霧
と
な
り
ま
す
。
川
霧
、
蒸
気
霧

と
い
う
の
が
こ
れ
で
す
。

　
温
度
差
が
あ
る
ほ
ど
霧
も
は
げ
し

く
発
生
し
ま
す
．

　
晩
秋
の
晴
れ
た
日
の
早
朝
、
気
温

が
急
に
低
下
す
る
と
き
な
ど
、
渋
海

川
か
ら
入
道
雲
の
よ
う
に
上
流
か
ら

下
流
へ
霧
の
湧
き
上
る
の
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
に
勇
壮
な
な
が

め
で
す
。

　
ほ
う
し
や
き
り

　
放
射
霧
　
川
霧
の
ほ
か
に
秋
の
霧

で
放
射
霧
が
あ
り
ま
す
．
空
気
の
湿

度
が
高
く
、
夜
中
に
高
気
圧
圏
内
に

入
っ
た
と
き
み
ら
れ
る
霧
で
す
。
底

冷
え
の
す
る
夜
間
、
地
表
面
の
空
気

が
冷
え
て
、
空
気
中
の
湿
度
（
し
め

り
）
が
霧
に
か
わ
る
の
で
す
。

　
わ
が
町
で
は
、
夜
半
ご
ろ
か
ら
か

か
り
は
じ
め
て
早
朝
日
の
出
頃
が
一

番
濃
く
な
り
気
温
の
上
昇
と
と
も
に

次
第
に
消
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
霧
は
風
速
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
風
が
吹
い
て
い
る
と
発
生
率
が
下

が
り
、
強
風
の
時
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
ご
く
濃
い
霧
の
と
き
は
、
視
界
が

百
メ
ー
ト
ル
以
下
に
も
な
り
ま
す
が
、

こ
う
い
う
と
き
に
は
、
松
代
高
校
の

雨
量
計
器
の
中
に
一
ミ
リ
程
度
も
た

ま
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
晩
秋
の
峠
、
峰
方
、
南
部
、

山
平
地
区
で
初
霜
が
お
り
た
と
い
う

時
に
、
川
沿
い
地
区
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
霧
が
保
温
作
用
を
し
て
く
れ

る
お
か
げ
で
、
川
沿
い
地
区
は
霜
の

発
生
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
い
ま
す
。

　
松
代
高
校
の
観
測
を
預
か
る
私
は

霧
の
観
測
の
た
め
に
、
会
沢
、
清
水

方
面
へ
度
た
び
行
き
ま
す
が
、
会
沢

か
ら
見
る
松
代
盆
地
は
一
面
霧
の
海

で
す
。
朝
霧
の
上
に
太
陽
が
の
ぼ
り
、

霧
の
上
が
変
化
し
て
い
く
色
は
実
に

美
し
い
。
都
会
の
人
た
ち
に
も
分
け

て
や
り
た
い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
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ツ今
年
も

五
日
に
、

　
　
　
　
儀
明
、

バ
メ
が
飛
ん
で
い
る
の
を
観
察
し
ま

し
た
。
松
代
で
は
、
昨
年
四
月
一
三

日
に
観
察
し
た
の
が
初
認
日
で
し
た

が
、
今
年
は
八
日
も
早
く
渡
来
し
た

の
で
す
。

　
ツ
バ
メ
を
分
類
し
ま
す
と
、
ス
ズ

メ
目
ツ
バ
メ
科
に
属
し
、
シ
ョ
ゥ
ド

ウ
ツ
バ
メ
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ツ
バ
メ
、

コ
シ
ア
カ
ツ
バ
メ
、
イ
ワ
ツ
バ
メ
の

仲
間
が
お
り
ま
す
。
ツ
バ
メ
の
姿
は
、

こ
こ
で
書
か
な
く
と
も
だ
れ
も
が
、

よ
く
知
っ
て
い
る
鳥
の
一
種
で
す
。

ツ
バ
メ
の
雄
、
雌
は
同
じ
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
よ
く
見
る
と
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
雄
で
は
、
尾
の

マ　
ノ
　
メ

　
四
月
一
日
、
翌
二
日
、

　
　
　
蒲
生
、
松
代
で
ツ

、

松
代
町
の

　
　
　
　
野
　
鳥

　
　
　
　
　
　
　
シ
リ
ー
ズ
②

　
　
　
　
松
　
永
　
　
洗

最
外
側
の
羽
が
長
く
、
雌
で
は
短
か

く
電
線
に
止
ま
っ
て
い
る
姿
を
よ
く

観
察
す
る
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
．

　
鳴
き
方
は
、
だ
れ
で
も
が
知
っ
て

い
る
よ
う
に

　
ビ
チ
ュ
ビ
チ
ュ
チ
ュ
リ
リ
リ
リ
…

と
複
雑
な
節
ま
わ
し
で
す
が
、
こ
の

鳴
き
方
を
人
間
の
言
葉
に
か
え
て
み

ま
す
と
（
き
き
な
し
と
言
う
）

　
土
食
っ
て
、
虫
食
っ
て
、
し
ぶ
ー

　
い
。
と
聞
こ
え
ま
す
。

　
ツ
バ
メ
は
、
大
海
原
を
島
づ
た
い

に
渡
米
し
、
三
月
一
〇
日
前
後
に
、

九
州
は
鹿
児
島
付
近
に
到
着
し
、
そ

の
後
、
ゆ
っ
く
り
北
上
、
北
海
道
に

は
、
五
月
に
入
っ
て
か
ら
で
、
こ
れ

は
、
摂
氏
九
度
の
等
温
線
に
沿
っ
て

北
上
す
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
松
代
町
に
は
、
夏
鳥
と
し
て
渡

米
し
、
木
造
の
家
の
軒
下
な
ど
に
、

土
と
草
、
ワ
ラ
く
づ
な
ど
を
使
っ
て

お
椀
形
の
巣
を
作
り
、
中
に
三
～
七

個
の
白
色
地
に
赤
褐
色
と
淡
紫
色
の

微
小
な
斑
点
の
卵
を
生
み
、
一
三
～

　
一
八
日
位
か
け
て
雛
を
か
え
し
ま
す
。

雛
を
か
え
す
と
、
親
鳥
は
忙
が
し
く

な
り
、
田
畑
、
草
原
、
湖
沼
、
河
川

な
ど
あ
ら
ゆ
る
所
の
上
空
で
、
飛
行

中
の
、
バ
ッ
タ
、
ア
ブ
、
ハ
エ
、
カ
、

ウ
ン
カ
、
ト
ビ
ケ
ラ
、
ト
ン
ボ
な
ど

の
昆
虫
類
を
捕
え
雛
に
与
え
た
り
、

親
鳥
自
身
が
食
べ
る
の
で
す
。
親
鳥

が
、
雛
に
餌
を
与
え
る
回
数
は
雛
五

羽
の
巣
で
、
一
日
六
三
九
回
と
い
う

観
察
結
果
が
あ
り
、
雛
は
大
体
一
分

問
に
一
回
の
割
合
で
餌
を
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
一
生
懸
命
雛
を
育
て
る
の

で
す
が
、
猫
、
ヘ
ビ
、
ス
ズ
メ
な
ど

の
敵
も
多
い
の
で
す
。
こ
の
三
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敵
を
家
住
性
天
敵
と
表
現
す
る
研
究

者
も
お
り
ま
す
。
夫
婦
の
ど
ち
ら
か

が
、
天
敵
や
事
故
で
欠
け
た
場
合
、

繁
殖
予
備
軍
と
し
て
の
独
身
の
代
鳥

が
、
す
ぐ
補
充
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

補
充
さ
れ
な
い
巣
で
は
、
雛
を
放
棄

し
た
り
、
巣
を
捨
て
た
り
す
る
こ
と

が
観
察
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ツ
バ
メ
は
夫
婦
の
き
ず
な

が
堅
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
実
際
ツ

バ
メ
夫
婦
を
捕
え
て
、
夫
婦
関
係
を

調
べ
て
見
ま
す
と
、
前
年
夫
婦
で
あ

っ
た
も
の
が
、
事
故
等
で
片
方
が
欠

け
な
い
か
ぎ
り
、
翌
年
も
同
じ
夫
婦

で
巣
作
り
を
す
る
も
の
が
多
い
と
の

観
察
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、
不
幸

に
し
て
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
、
前

年
の
巣
に
も
ど
っ
て
く
る
の
が
早
い

と
、
別
の
ツ
バ
メ
と
夫
婦
に
な
り
、

遅
れ
て
渡
っ
て
来
た
前
年
の
連
れ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
の
間
に
、
三
角
関
係
（
？
三
鳥

関
係
）
に
な
っ
て
、
け
ん
か
に
な
る

と
い
う
観
察
例
も
あ
り
ま
す
。

　
ツ
バ
メ
は
、
ど
れ
位
の
ス
ピ
ー
ド

が
出
せ
る
の
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ

と
古
い
話
で
す
が
、
一
九
三
四
年
（
昭

和
九
年
）
イ
ン
ド
東
北
の
カ
シ
ャ
ク

山
で
の
観
察
で
、
そ
こ
か
ら
三
キ
ロ

ち
ょ
っ
と
の
距
離
を
時
速
二
七
〇
～

三
五
〇
キ
ロ
の
速
度
で
飛
ん
だ
と
い

う
記
録
が
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
の
代
表

と
し
て
電
車
の
名
前
に
も
な
っ
た
ハ

ヤ
ブ
サ
（
ハ
ヤ
ブ
サ
科
）
が
、
エ
モ

ノ
に
お
そ
い
か
か
る
時
の
ス
ピ
ー
ド

が
時
速
二
九
〇
キ
ロ
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ハ
ヤ

ブ
サ
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
の

で
す
。
し
か
し
最
近
は
こ
の
ス
ピ
ー

ド
も
宝
の
も
ち
ぐ
さ
れ
と
な
り
か
ね

な
い
状
況
で
す
。
そ
れ
は
、
道
路
に

車
が
多
く
な
り
、
得
意
の
「
ツ
バ
メ

返
し
」
、
「
宙
が
え
り
」
の
妙
技
も
、

小
さ
な
虫
を
追
っ
て
の
空
中
戦
の
よ

う
な
も
の
で
、
車
を
さ
け
き
れ
ず
、

「
交
通
事
故
」
で
死
ぬ
ツ
バ
メ
も
多

く
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
天
気
の
悪

い
時
は
虫
が
低
く
飛
ぶ
の
で
、
ツ
バ

メ
も
地
上
す
れ
す
れ
…
…
。
車
を
運

転
し
て
い
る
と
一
～
二
回
は
経
験
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
で
こ
の
よ
う
な
生
活
を
す
る

ツ
バ
メ
は
、
ど
ん
な
経
路
で
日
本
に

渡
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
標
識

調
査
結
果
か
ら
、
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、

本
州
で
標
識
放
鳥
の
ツ
バ
メ
は
、
沖

縄
、
台
湾
、
フ
イ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
i

半
島
南
部
で
回
収
さ
れ
、
台
湾
で
放

鳥
さ
れ
た
も
の
が
、
日
本
で
多
数
回

収
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
で

放
鳥
し
た
も
の
は
、
朝
鮮
半
島
や
シ

ベ
リ
ア
、
沿
海
州
な
ど
で
回
収
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
繁
殖
し

て
い
る
ツ
バ
メ
は
、
沖
縄
↓
フ
イ
リ

ピ
ン
↓
マ
レ
i
半
島
南
部
と
い
う
経

路
で
、
こ
れ
と
は
別
に
韓
国
や
シ
ベ

リ
ア
東
部
、
沿
海
州
で
繁
殖
す
る
も

の
は
、
大
陸
沿
い
の
コ
ー
ス
を
経
由

し
て
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
半
島
な
ど
で

越
冬
す
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
が
、

こ
の
コ
ー
ス
だ
け
で
な
く
他
の
方
向

に
も
渡
る
も
の
も
お
り
、
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
ツ
バ
メ
の
渡
り
コ
ー
ス

は
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
こ
と
も
判

明
し
ま
し
た
。

　
夏
も
終
り
に
近
づ
く
と
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
、
広
い
ア
シ
原
に
集
ま
り
、

渡
り
の
準
備
を
は
じ
め
ま
す
。
何
千
、

何
万
羽
と
い
う
数
が
集
ま
り
、
南
方

に
渡
っ
て
行
く
の
で
す
。
こ
の
こ
ろ

電
線
に
、
鈴
な
り
の
ツ
バ
メ
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
松
代
の
各
電
線
に
、
た
く
さ
ん
の

ツ
バ
メ
が
止
ま
っ
て

　
土
食
っ
て
、
虫
食
っ
て
、
し
ぶ
ー

　
い
と
鳴
く
の
も
間
近
で
す
。
や
さ
し
く

見
ま
も
っ
て
や
り
ま
し
よ
う
。
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▼
新
し
く

　
　
　
来
ら
れ
た
先
生

　
　
（
管
理
職
）
校
長
・
教
頭

◎
清
水
小
学
校
教
頭

植
木
哲
夫
（
上
越
市
飯
小
）
．

◎
蒲
生
小
学
校
校
長

古
田
洋
司
（
県
美
術
博
物
館
）

◎
奴
奈
川
小
学
校
校
長

村
澤
真
琴
（
上
越
市
高
田
西
小
）

◎
奴
奈
川
小
学
校
教
頭

蒲
野
　
衛
（
上
越
市
大
手
町
小
）

◎
儀
明
小
学
校
校
長

岩
佐
勝
文
（
上
越
教
育
大
附
属
小
）

◎
莇
平
小
学
校
教
頭

佐
藤
龍
生
（
安
塚
町
安
塚
小
）

◎
孟
地
小
学
校
教
頭

桑
原
　
喬
（
津
南
町
外
丸
小
）

◎
松
代
中
学
校
教
頭

横
尾
元
則
（
大
潟
町
大
潟
町
中
）

　
　
（
一
般
職
）
教
諭

◎
孟
地
小
学
校

竹
原
由
美
子
（
守
門
村
福
山
小
）

◎
孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

土
田
和
夫
（
上
越
市
古
城
小
）

◎
北
山
小
学
校

井
上
　
功
（
十
日
町
市
十
日
町
小
）

◎
蒲
生
小
学
校

早
川
政
宏
（
上
越
市
春
日
新
田
小
）

豊
田
泰
子
（
金
井
町
金
井
小
）

◎
奴
奈
川
小
学
校

岩
崎
一
成
（
青
海
町
青
海
小
）

内
田
宣
子
（
十
日
町
市
西
小
）

◎
儀
明
小
学
校

樋
口
京
子
（
松
之
山
町
松
之
山
小
）

◎
莇
平
小
学
校

長
井
美
枝
（
見
附
市
今
町
小
）

◎
蓬
平
小
学
校

中
村
親
志
（
長
岡
市
宮
内
小
）

◎
松
代
小
学
校
（
栄
養
職
貝
）

市
川
裕
子
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

◎
松
代
中
学
校

宮
沢
静
子
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

中
沢
正
世
（
松
之
山
町
浦
田
中
）

長
澤
文
夫
（
上
越
市
城
北
中
）

市
川
享
子
（
栃
尾
市
栃
尾
中
）

山
田
久
美
子
（
新
採
用
）

▼
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
　
　
変
わ
っ
た
先
生

◎
儀
明
小
学
校

関
沢
佐
恵
子
（
孟
地
小
滝
沢
分
校
）

▼
町
外
に

　
　
　
転
出
さ
れ
た
先
生

◎
松
代
小
学
校

中
沢
久
征
（
津
南
町
外
丸
小
）

◎
松
代
小
学
校
下
山
分
校

大
倉
正
司
（
新
潟
市
丸
山
小
）

◎
清
水
小
学
校

笠
原
大
（
吉
川
町
源
小
）

◎
孟
地
小
学
校

石
野
幸
子
（
上
越
市
中
ノ
「
俣
小
）

◎
孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

中
沢
光
昭
（
頸
城
村
南
川
小
）

◎
北
山
小
学
校

井
上
政
身
（
東
頸
教
組
）

◎
蒲
生
小
学
校

金
子
直
道
（
能
生
町
磯
部
小
）

石
野
正
彦
（
上
越
市
高
志
小
）

渡
辺
由
紀
（
上
越
市
八
千
浦
小
）

◎
蒲
生
小
学
校
寺
田
分
校

渡
辺
祐
治
（
上
越
教
育
大
附
属
小
）

◎
奴
奈
川
小
学
校

上
野
正
靖
（
青
海
町
青
海
小
）

小
島
冠
治
（
下
田
村
中
浦
小
）

杉
田
健
一
（
長
岡
市
四
郎
丸
小
）

◎
儀
明
小
学
校

古
閑
秀
雄
（
大
島
村
保
倉
小
）

村
治
友
子
（
新
井
市
新
井
小
）

石
塚
真
喜
子
（
柏
崎
市
南
鯖
石
小
）

◎
莇
平
小
学
校

五
十
嵐
哲
夫
（
吉
川
町
旭
小
）

佐
藤
喜
和
治
（
上
越
市
桑
取
小
）

小
林
玲
子
（
上
越
市
東
本
町
小
）

◎
蓬
平
小
学
校

江
口
　
明
（
上
越
市
戸
野
目
小
）

本
山
礼
子
さ
ん
（
松
代
・
長
命
寺
）

　
　
　
　
　
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
る

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
付
け
で

松
代
町
大
字
松
代
本
山
礼
子
（
長
命

寺
）
さ
ん
が
、
行
政
相
談
委
貝
と
し

て
総
務
庁
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政
機

関
等
が
行
う
業
務
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
ま
た
は
問
い
合
わ
せ

を
受
け
ま
す
。
同
時
に
申
出
人
に
必

要
な
助
言
を
行
っ
た
り
、
住
民
の
声

を
行
政
機
関
等
に
伝
え
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
問
題
の
解
決
・
実
現
の

促
進
を
図
る
の
が
役
目
で
す
。

　
相
談
で
き
る
内
容
は
、
行
政
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
例

え
ば
「
役
所
の
説
明
・
処
理
に
納
得

が
い
か
な
い
」
と
か
「
ど
こ
に
申
し

◎
松
代
小
学
校
（
栄
養
職
員
）

相
沢
雪
枝
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

◎
松
代
中
学
校

渡
辺
和
夫
（
上
越
市
谷
浜
中
）

山
岸
利
江
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

高
橋
和
子
（
寺
泊
町
大
河
津
中
）

斉
藤
孝
久
（
妙
高
高
原
町
妙
高
中
）

坂
詰
浩
一
（
妙
高
高
原
町
城
西
中
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生

◎
松
代
中
学
校

　
　
中
村
洋
子

出
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
「
苦

情
を
直
接
申
し
出
に
く
い
」
な
ど
で

す
．　
相
談
は
無
料
で
、
口
頭
、
電
話
、

手
紙
の
い
ず
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ま
た
匿
名
で
も
受
け
付
け
て
く
れ
ま

す
．　
相
談
の
受
付
は
、
松
代
町
大
字
松

代
、
長
命
寺
電
話
㈲
二
〇
三
三
で
す
。

　
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

　
　
　
安
塚
警
察
署

　
　
　
　
　
　
室
野
駐
在
所

、嶋

麓些

巡
査
長

　
田
中
　
雅
博

年
齢
　
四
＋
才

出
身
地
　
長
野
県

前
任
地

　
潟
町
駐
在
所

松
代
幹
部
派
出
所

巡
　
査

　
横
野
　
良
一

年
齢
　
二
＋
九
才

出
身
地
　
新
津
市

前
任
地

　
新
潟
西
警
察
署
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橡
米
米
米
米
×
米
x
米
米
米
米
謎

※
　
一
回
メ
モ
　
※

鮮
米
米
※
来
米
米
米
米
米
米
米
叛

　
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
タ
ー
ル
や
ニ

ト
ロ
ソ
化
合
物
が
発
が
ん
物
質
で
あ

る
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
喫
わ
な
い
人
に
比
べ
喫

う
人
は
、
喉
頭
が
ん
は
二
十
倍
、
口

腔
が
ん
五
倍
、
肺
が
ん
五
倍
と
圧
倒

的
に
多
く
、
一
日
の
喫
煙
量
が
十
本

の
人
よ
り
二
十
本
の
人
が
二
倍
、
三

十
本
の
人
が
三
倍
と
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
自
分
は
、
た
ば
こ
を
喫
わ
な

く
と
も
周
囲
の
人
の
影
響
を
受
け
ま

す
。　
た
ば
こ
を
喫
わ
な
い
の
に
肺
が
ん

で
亡
く
な
っ
た
女
性
の
、
夫
の
喫
煙

量
が
一
日
十
九
本
以
下
の
場
合
一
・

六
倍
、
二
十
本
以
上
で
は
二
・
七
倍

と
い
う
結
果
で
す
。
あ
な
た
は
最
愛
の

の
妻
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
！

、蓼悩あ急蓼
う　　　こ》　〔ノ　　』』　　　　　　　」‘』＿　　O　．
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体育館よりお知らせ

名
。

o
　
　
　
で

吟
レ

★みんなで

　　〔さわやかランニング〕

う★よし挑戦’
』
己

　《老化は足もとから》といわれています。　　　　　　　＼X

走ることは誰でも気軽に行える全身運動です。

　走ることにより、血液の循環が高まり、心臓を丈夫にし、持久力を高め、運

動不足から生じる疾病などを予防し、身体の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なダ　マ細胞どか組織を生き生きさせ、活力があふれ　　　　　ノ

てきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p　　・　っ＿
く∴
　
．

索谷』『内

①体育館のランニングコースを利用し、新潟・東京間を目指してランニング

　を行い、走った回数を事務室に申し出てください。

②各地域、家庭などで運動を実践し、マスを塗りつぶし終ったらカードを体

　育館に提出してください。　　　　　　　　　　　　　　、．鳳
　
“

q
σ
σ

“

③終わりましたらその努力を讃え、完走証等を

　授与いたします。

④，期間は4月～2月末までです。
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一
一
一
三
＝
甲
．
f
9
三
一
一
一
ぎ
三
”
8
f
も
．
．
9
f
乞
一
．
－
f
乞
一
．
り
一
9
三
一
．
．
～
三
一
．
一
一
f
乞
．
．
一
～
乞
一
一
9
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乞
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f
■
三
．
8
f
■
一
一
．
．
9
一
一
＝
一
三
～
＝
一
一
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．
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．
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．
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一
一
三
一
．
騨
9
一
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．
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一
一
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＝
三
．
一
～
乞
一
一
．
f
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．
冒
一
～
㌔
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．
曹
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乞
一
一
一
一
ε
三
．
一
f
も
甲
一
．
一
一
三
一
．
．
ρ
f
乞
。
．
．
F
．
三
．
D
贋
一
三
＝
．
畢
f
。
三
．
．
一
一
＝
三
．
一
f
も
一
一
9
3
…
一
・
」
一
三
＝
．
．
f
■
一
一
・
．
一
一
≡
三
一
一
f
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1難蕪難難i雛灘灘難1
今年、克雪型住宅を新築・増改築を予定されている方、町の「克雪住宅づくり資金貸付制度」

を御利用になってはいかでしょうか。

貸付の対象となる克雪住宅とは？

　1．融雪式……屋根の上で融雪できる施設等を備えた建物
2・落　…　な屋根勾配で滑雪倉旨力のある金属板等の材料　1剛コ

　　　　　　で葺いたもの及び床高（非木造）が1．5mである

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ooo◎ooooo　　　　　　こと。

　3．高床式……床高（非木造）1．5m以上あること。

　4．耐雪式……非木造（鉄筋コンクリート造等）で3m以上の積雪荷重に耐えられる構造。

　5．その他……克雪型住宅として認められるもの。

　　　　　　　　　　貸付の額及び条件は？

　　　　　　　　　　　1．貸付額……1戸当りの対象工事費の80％以内で50万円以

　　　　　　　　　　　　　　　　上で300万円以下とする。

　　　8　　　　　　　　　2．貸付利率…年利4．3％
　　　・8
　　　00111　　　　　3．償還期間…10年以内
　　　　086■　　　　貸付の申込み及び問い合わせは？

　　　　　　　　　　　役場建設課建築係（T　E　L（7）2220）まで

　　　　　一　　　　　　又、この貸付制度に対して要望等がありましたらお聞かせ下

　　　　　　　　　　　さいます様、あわせてお願い致します。

つばめ飛来日
（驚薯鵬灘）
年　　度 月 日

昭和46 4 12
〃　　47 3 25
〃　　48 3 30
〃　　49 4 4
〃　　50 4 6
〃　　51 4 16
〃　　52 4 5
〃　　53 4 14
〃　　54 4 1
〃　　55 4 5
〃　　56 4 4
〃　　57 4 6
〃　　58 4 6
〃　　59 4 7
〃　　60 4 21
〃　　61 4 12
〃　　62 4 4

つ
ば
め

　
　
　
が

や
っ
て
き
た

　
松
代
自
然
愛
護
会
の
調
査
に
よ

る
と
初
認
日
は
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

優
勝
　
ポ
ス
ト
マ
ン
チ
ー
ム

ニ
位
　
伊
沢
チ
ー
ム

三
位
　
松
代
分
所
チ
ー
ム

〃
　
役
場
B
チ
ー
ム

○
女
子
の
部

優
勝
　
高
橋
弘
美
（
第
四
銀
行
）

二
位
　
関
谷
喜
代
美
（
　
〃
　
　
）

三
位
　
池
田
清
子
（
田
野
倉
婦
人
部
）

　
三
月
八
日
、
町
卓
球
協
会
主
催
に

よ
る
町
内
大
会
が
総
合
体
育
館
で
開

か
れ
、
団
体
戦
1
4
チ
ー
ム
、
個
人
戦

約
七
〇
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
か

れ
た
。
当
日
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
．

　
　
団
体
戦
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パート2

◎罐躯が

受験一子供の自主性を尊厘

　中学2年も後半になると、本人はもちろんお

母さん方の頭の中も「受験Jのことが大きなウ

エートを占めるようになります。不安や緊張の

入り混じった、ピーンと張りつめた空気が日常

生活に漂うようになります。

■説教調の励まし・助言は思わぬ結果を……

　ご両親、とくに子供と一緒にいることの多い

お母さんは、“テレビばかり見てて……このまま

で大丈夫かしら。もっと集中して勉強しなけれ

ば”などと、胸中はわが子への願いと焦る気持

ちでイライラがつのります。さて、こうした胸

の中のモヤモヤが「お母さん心配よ。がんばっ

てネ」などとサラッとした調子で言うのならと

もかく、説教調の励ましや助言の形で語られる

とき、子供の心に動揺を引き起こすことがあり
ます。

　「おにいちゃんのように志望校の受験に失敗

してもいいの？　イヤでしょう。部活はもちろ

ん続けていいのよ。反対はしません。しかし勉

強に差しつかえのないようにやってちょうだい。

どちらが大切か分かるでしょう。それに、先生

にたて突いてはダメよ。内申書に響くから。と

にかく皆に負けないように、しっかりね」

　母親は、励ます気持ちで言っているつもりな

のですが、中学生の心にはそうは響きません。

「先生と仲よく……内申書」と「皆に負けない

ように」のことが、子供を“親不信”へと一歩

踏みこませてしまう結果を招くことがあります。

先生にはおべんちゃらしつつ、皆（友達）をけ

落とせ　　感受性豊かな、正義感の強い中学生

年齢の子供は、このように受けとめることが多

いのです。

■自分の人生を自分で決める“第一関門”’

　街頭などで募金活動をされたことのある方な

らお分かりでしようが、世代別にみていちばん

協力的なのは中学生・高校生です。なけなしの

小遣いをテレくさそうにしながら、募金箱に入

れてくれます。自我意識に目覚め、他人の痛み

にも敏感で、友達との付き合いにも幅ができて

……若々しい柔軟な精神が躍動を開始する時期

　思春期。一方で、受験という自分の人生を

　
　
　
卿
、

　
　
　
　
り
・

O　
　
　
、
ψ
》

0　
　
　
　
0
／

0
　
　
　
　
　
　
　
　
9
、

　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
蔦

初めて自分で選択するという“第一の関門”を

通らなければならない。競争というハードルを

飛び越える時期が間近に迫っています。

■必要以上の励ましは重荷になる

　このような子供の心にとって、必要以上の励

ましや助言・説教は、重荷以外の何ものでもあ

りません。　「あんたのためと思って言っている

のよ！」という母親の言葉を聞きながら子供は、

実は親の見栄や世間体を気にする気持ち　　ホ

ンネを直感的に読み取っていることが多いので

す。同時に、親の押しつけに反発を感じていま
す。

　親の助言は、あくまでも子供の自主性を尊重

したうえで行うのが望ましく、初めて自分の人

生を自分で決断しなければならない年齢にきて

いることを理解し、本人の動機づけを尊重する

ことが大事です。

岩佐壽夫 家庭ケースワーク研究所所長
東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員

松
山
虎
吉

牧
田
サ
ダ

佐
藤
ス
ヅ

宮
澤
ク
ニ

勘噂

薗
出
題

銅““

　
自
先

“…

　
●
ヒ
ン

㎜
　
夫
を

創
朝
　
　
3
分

引
酬
　
　
段
者

銅切釧引副飾創引引卿創朝斜引酬引馴創引切副引
　
　
ず

酬卿『
置
、
』
、
毫
軸
』
、
1
騙
亀
、
聰

出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
　
正
樹

自
先
生
き
・
9
手
ま
で

ヒ
ン
ト
：
・
別
々
に
二
眼
を
作
る
工

夫
を
。

3
分
で
3
級
、
ノ
ー
タ
イ
ム
で
有

段
者
。
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79　82　77　85

歳歳歳歳

下竹峠犬
山所　　伏

沖
之
原

高
札
か
み
刈
干

　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

仲
村
　
望
　
父
利
一
　
母
三
枝
子

　
　
　
　
（
二
女
・
儀
明
・
義
平
）

柳
　
健
太
　
父
弘
一
　
母
順
子

　
　
　
　
（
長
男
・
犬
伏
・
三
年
）

井
上
陽
香
　
父
清
隆
　
母
和
枝

　
　
　
　
（
二
女
・
寺
田
・
中
屋
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

旦
籍
の
惚

口
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防災菱響一ズ

⑱　　　　　灘
　　　　繕
　　　識の

今夜も今日も

正しい情報を

つかみ、余震

を恐れるな

〆

　　　轡

みんなが協力し

合って応急救護

身に感じる地震が相次最近、

いで起きています。

幽
：
地
震
の
心
得
ね
か
条
：
…

、雛・、

大地震に備えいま一度「地震

　　　轡

避難は徒歩で、

持ち物は最小限

にする

をおぽえておの心得10ヵ条」　　　響

　すばやく

　火の始末

きましょう。

欝

山崩れ、崖崩れ、

津波に注意する

狭い路地、塀｛

崖や川べりにi

らない

幽v轡

響
　響
ちわてて戸外に

・
ー
～

窟
、

　　　　撃

まずわが身の

安全を図れ

縣

，
訟

』
　
、

ε

r　皿｝
｝

多

　　　欝

響
火が出たら

まず消火

非
確

響
翻
瀦
．
鋸

　
鞭
・
鰐

　
　
髄
麟
…

鐘継

毒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
購

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
P
R
に
松

代
分
遣
所
職
員
に
よ
る
防
火
駅
伝
が

去
る
4
月
4
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
時
折
小
雨
や
あ
ら
れ
が

降
る
悪
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
指
令
車
や
町
消
防
団
積

載
車
な
ど
4
台
と
共
に
犬
伏
を
8
時

30

分
出
発
。
ゴ
ー
ル
の
峠
を
め
ざ
し

約
1
6
㎞
を
6
区
間
に
分
け
「
火
の
用

心
」
の
タ
ス
キ
を
リ
レ
ー
し
、
沿
道

の
住
民
に
「
風
船
」
　
「
火
の
用
心
せ

ん
べ
い
」
を
手
渡
し
な
が
ら
約
1
時

間
3
0
分
に
及
ぶ
火
災
予
防
P
R
”
防

火
の
大
役
”
　
“
あ
な
た
が
主
役
”
の

幕
を
と
じ
た
。

講
鶴灘辮

灘　　灘雛

〈
詰
碁
解
答
〉
　
　
　
・
　
　
　
　
　
｝

白
1
を
見
つ
け
れ
ば
後
は
簡
単
で
、
　
㌦

以
下
9
ま
で
き
れ
い
に
生
き
。
　
　
　
へ
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　　　　　文

芸

ロダじ　　
∈麗叢

関
1　　　　　　　　　　　亀’

　　＿．　　．翼

短
歌少
年
の
像

　
　
　
　
野
石
　
ロ
マ
ン

風
雪
に
真
向
ふ
五
十
の
曲
が
り
坂

生
き
の
戦
さ
を
さ
な
が
ら
覚
ゆ

岩
松
の
甦
り
た
る
青
き
葉
を
吹
雪
き

を
る
夜
の
湯
に
浸
り
見
る

外
灯
の
あ
か
り
の
中
に
降
る
雪
は

闇
の
天
よ
り
湧
き
く
る
ご
と
し

星
の
夜
に
粧
ひ
し
木
々
の
雪
片
は

グ
ラ
ス
の
ご
と
く
朝
日
を
受
け
り

幾
た
び
の
豪
雪
の
中
に
挙
げ
し
手
の

肩
頽
れ
た
る
少
年
の
像

酒
呑
め
ば
重
た
き
口
も
軽
く
な
る

こ
の
気
安
さ
を
常
に
持
ち
た
し

　
し
ぶ
み
句
会

手
打
ち
そ
ば
招
か
れ
て
行
く
春
一
番

風
雪
の
駈
け
ぬ
け
て
行
く
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

掲
き
た
て
の
草
餅
だ
け
の
節
句
か
な

桃
の
日
や
雛
な
き
家
も
餅
を
掲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

ぬ
く
も
り
の
あ
る
挨
拶
や
二
月
尽

雪
だ
る
ま
に
歓
迎
の
文
字
雪
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

店
の
戸
に
音
し
て
客
な
く
冴
え
返
る

か
じ
か
む
手
煙
草
を
借
り
る
魚
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

過
疎
の
村
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寒
波
に
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古
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残
る
人
な
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卒
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す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

終
日
の
吹
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の
続
く
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月
尽

空
は
青
、
雪
解
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も
う
れ
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け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

逃
げ
る
陽
を
追
う
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寒
梅
移
し
け
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藁
屋
よ
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仔
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の
生
ま
る
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

雛
段
に
押
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出
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れ
い
て
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雛
飾
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嫁
ぎ
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の
こ
と
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つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

三
姉
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雛
の
歌

啓
蟄
や
並
ぶ
街
灯
ぬ
く
み
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

客
を
待
つ
居
間
に
漂
う
沈
丁
花

舟

雪
間
よ
り
蕗
の
蔓
い
で
春
知
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

暖
冬
で
ふ
く
ら
む
桜
も
ひ
と
や
す
み

雛
壇
を
祝
い
楽
し
む
お
白
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
根

朝
夕
に
拝
す
米
山
春
が
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

浬
繋
団
子
な
り
ふ
り
も
な
く
拾
い
合

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

ひ
な
祭
り
桃
間
に
あ
わ
ず
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

幾
春
を
子
ら
と
飾
り
し
内
裏
雛

ラ
ン
ド
セ
ル
背
お
っ
て
嬉
し
春
は
ず

む
　
　
　
　
　
　
　
　
風
雲

合
格
を
知
ら
せ
る
電
話
声
は
ず
む

V
サ
イ
ン
白
雪
を
背
に
大
写
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い

日
脚
伸
び
手
芸
親
し
む
老
仲
間

蕗
の
蔓
き
ざ
み
こ
み
入
れ
夕
餉
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
崩
あ
と
土
に
宿
り
し
野
兎
か

春
日
向
老
い
て
一
日
の
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

横
な
ぐ
り
粉
雪
が
山
の
城
か
く
す

凍
て
道
を
ご
み
出
す
人
や
二
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

雛
祭
り
十
三
人
の
分
教
場

布
団
干
す
娘
に
冬
の
陽
暖
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

淡
雪
の
海
よ
り
来
た
り
海
に
去
る

菜
の
花
や
ラ
ー
メ
ン
の
店
準
備
中

　
　
　
　
　
在
千
葉
市
　
　
鐵
　
堂

春
炬
燵
重
た
い
腰
の
茶
の
み
姿

残
雪
と
日
毎
紅
ら
む
山
毛
樫
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

縞
モ
ン
ペ
裏
返
し
縫
う
野
の
仕
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
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岬
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岨
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摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摺
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岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀
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帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槽
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園
芸
｝
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

　
根
茎
は
太
く
斜
め
に
は
い
、
フ
キ

に
似
た
長
い
柄
の
あ
る
葉
を
数
本
、

束
に
し
て
出
す
多
年
草
で
す
。

　
葉
は
フ
キ
に
似
ま
す
が
、
濃
い
緑

色
で
厚
く
て
ツ
ヤ
が
あ
り
、
ヘ
リ
に

は
鈍
い
ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

　
柄
は
中
空
で
は
な
く
、
折
る
と
ヌ

メ
リ
が
出
ま
す
。

　
花
茎
は
円
柱
形
で
ま
っ
す
ぐ
立
ち
、

先
端
で
幾
本
か
枝
を
出
し
て
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
直
径
四
～
五
セ
ン
チ

花
び
ら
一
〇
～
二
二
枚
を
つ
け
た
黄

色
の
花
を
つ
け
ま
す
。

　
　
お
い
し
い
食
べ
方

　
茎
を
と
っ
て
フ
キ
と
同
じ
要
領
で

皮
を
む
き
、
塩
を
ひ
と
つ
ま
み
入
れ

た
熱
湯
で
よ
く
ゆ
で
、
水
に
さ
ら
し

て
ア
ク
抜
き
を
し
ま
す
。
た
っ
ぷ
り

だ
し
の
き
い
た
汁
で
煮
ふ
く
め
ま
す
。

　
そ
の
外
、
酢
み
そ
あ
え
、
し
ら
あ

え
、
つ
く
だ
に
等
で
す
。

　
　
薬
と
し
て
の
使
い
方

　
は
れ
も
の
、
や
け
ど
、
湿
疹
、
打

ち
身
に
は
、
生
葉
を
火
で
あ
ぶ
っ
て

も
ん
で
や
わ
ら
か
く
し
て
、
薄
皮
を

蘭
耀
圏
幽

タ

㎜
　
広
報
係
で
は
「
広
報
ま
つ
だ
い
」

㎜
の
表
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

は
い
で
患
部

に
貼
り
ま
す
。

ツワブキ

　
写
真
は
白
黒
、
カ
ラ
ー
で
も
結
構

で
す
。
未
発
表
の
も
の
「
タ
テ
型
」

P
㎝
×
㏄
㎝
の
も
の
、
ま
た
は
ネ
ガ

り
エ
　
　
　
　
ド
コ
エ

の
み
で
も
結
構
で
す
。

　
総
務
課
広
報
係
智
の
2
2
2
0




